
■投稿規定，執筆要領および査読要領について
日本地すべり学会誌編集委員会

日本地すべり学会誌編集委員会（以下，編集委員会という）では，

投稿規定等を２０２５年１月に改定いたしました。

学生会員の掲載料には学割料金が適用されます。投稿者の各位にお

かれましては，最新の投稿規定，執筆要領に則ってご投稿ください。

投稿規定

１．投稿者（著者）：投稿者（著者）として必要な要件は，著者の中で

少なくとも一名が正会員もしくは学生会員であることです。ただ

し，編集委員会による依頼原稿の場合はこの限りではありません。

著者の合計は表－１に示すとおりとし，これより多い場合には○

○研究グル－プとして，代表者による投稿としてください。グル－

プの構成はあとがきに示してください。

２．不正行為の禁止：日本地すべり学会誌では，捏造，改竄，剽窃（盗

用），二重投稿，著作権侵害等の不正行為及び研究倫理に反する行

為（別表１）を禁止します。不正行為及び研究倫理に反する行為

の判定は編集委員会が行います。不正と判定された場合，編集委

員会は内規に従い厳正に対処します。

二重投稿については，投稿時に誓約書を提出いただきます。他

の雑誌等に類似する原稿を投稿している場合は，編集委員会に事

前に申告してください。投稿中あるいは掲載された論文等が二重

投稿と判定された場合，査読の打ち切りあるいは掲載を取り消す

ことがあります。ただし，別表２に示す対象については二重投稿

と見なしません。

３．学会誌における「地すべり」の定義：ここでの‘地すべり’とは，「岩，

土あるいはその混合物の斜面下降運動」としての広義の意味を対

象としています。

４．原稿の区分：原稿区分と内容を表－１に示します。投稿者は原稿

区分を十分検討のうえ投稿してください。編集委員会において原

稿区分が不適当と判断された原稿については，原稿区分の再検討

をお願いすることがあります。

５．投稿方法：投稿方法はEditorial Manager（以下，EMという）を

利用した電子投稿とします。原稿はMS-Wordで投稿してください。

Word形式のテンプレートは学会誌HP（https : //japan.landslide

-soc.org/publications.html）からダウンロードできます。

電子投稿の投稿先URLは以下のとおりです。

・投稿先URL ： https : //www.editorialmanager.com/jls/

※学会誌HP（上記）からもリンクされています。

６．投稿原稿の書き方：投稿原稿は執筆要領を参照して作成してくだ

さい。

７．投稿原稿の受付・受理：投稿原稿は，地すべり，あるいは公益社

団法人日本地すべり学会の活動に関連する内容とします。

受 付：受付は随時行います。ただし，特集号原稿等，別途期限

を定めた場合はこの限りではありません。

受付の取り消し：編集委員会において，本学会の活動内容から乖

離すると判断された原稿，投稿区分が不適当と判断され

た原稿，粗原稿（未推敲の文章，図表類の不備，不適切

な引用などが明らかな原稿），不正行為（別表１）がある

と判定された原稿は，受付を取り消す場合があります。

受付日：原稿受付日はEMへの投稿を完了した日とします。EMよ

り原稿受付の通知メールが著者へ送信されます。原稿受

付の通知メールが届かない場合は，事務局へお問い合わ

せください。

受理日：受理日は担当編集委員が掲載可と判断した日とします。

８．査読：編集委員会では，適切な原稿区分（表－１を参照）の投稿

原稿について，各分野における専門家に査読を依頼し，その意見

をもとに編集委員会で審議した上で，掲載の可否を決定します（査

読要領参照）。査読者数は表－１に示す通りです。

査読は，掲載可否が決定するまで投稿票に記載された原稿区分

で行われます。ただし，査読者から原稿区分の不適当が指摘され，

編集委員会においても不適当と判断された原稿については，査読

を中断し，原稿区分の再検討をお願いすることがあります。

投稿者（著者）は編集委員会がまとめた査読結果通知書に対し

て巻頭論文，論文，研究ノートは４５日以内，その他は３０日以内に

回答する必要があります。編集委員会は回答期日が超過し連絡の

無い場合，査読を打ち切ることがあります。

９．討論：掲載された記事は討論の対象となります。討論の投稿は，

対象となる記事が掲載されてから６ヶ月以内とします。投稿され

た討論は査読後，原著者へ送られ回答を依頼します。回答は査読

後，討論とあわせて掲載されます。原則として討論は１回で終了

するものとします。著者からの回答が無い場合，投稿された討論

と回答が無い旨掲載されます。

１０．著作権：掲載された論文・技術報告などの著作権は学会に帰属し

ます。但し，著者が以下のような使用目的のために，著者自身の

著作物を転載する場合は，下記使用条件を遵守することにより，

転載を許可します。転載許可申請は不要です。

■使用目的

・研究発表会や講演会での発表

・授業等の教育目的での使用

・機関リポジトリへの掲載

・社内報などへの掲載

・他の著作物の作成 など

■使用条件

・出典を明記すること。

・一部修正したときは，その旨を明記すること。

１１．オープンアクセスへの対応：著者は自身の著者最終稿を，自分が

所属する機関リポジトリに公開できます。転載許可申請は不要です。

１２．別刷：別刷は有償です。希望する場合は，２０部単位の申込になりま

す（資料－１）。

１３．料金の振込み先：カラ－印刷，超過ペ－ジ，別刷りなどの費用は，

請求金額を確認の上，資料－１に示す口座に振込んでください。

１４．問い合わせ：投稿・編集に関する問い合わせは下記へお願いします。

〒１０５―０００４ 東京都港区新橋５―２６―８新橋加藤ビル

（公社）日本地すべり学会事務局

Tel．０３―３４３２―１８７８ Fax．０３―５４０８―５２５０

E-Mail post@landslide-soc.org

（公社）日本地すべり学会ホ－ムペ－ジ

https：／／japan.landslide-soc.org／

（２０２５年１月改定）

会 告 / Notice board

会告－８

［４８４４８］地すべり学会誌２８３号／６２巻１号　２０２５年１月号／会告　投稿規定および執筆　８‐１９●●●  2025.01.14



・捏造 存在しないデータ，研究成果等を作成すること。
・改竄 研究資料・機器・過程・データを変更し，得られた結果を加工すること。
・剽窃（盗用） 他の研究者のアイデア，手法，データ，調査・観測結果，論文の内容等を了解または適切な表示なく流用すること。
・二重投稿 著者によってすでに公表済みあるいは投稿中の論文等を開示せず（適切に引用せず），内容が同一あるいは極めて類似する情

報を投稿し発表すること。
・著作権侵害 著作物（図表類を含む）に対して，著作権者（学会や出版社）に無断で，論文等に転載すること。著作権は，多くの場合，著

作権譲渡契約書や規約等によって学会や出版社への帰属が定められているので，事前に転載の許可を取る必要あり。
・サラミ出版（分割出版） 研究業績を水増しするために，一つの研究を複数の小研究に分割し，細切れに公表・出版すること。
・ギフトオーサーシップ 論文の内容を知らない者や内容に合意していない者（親しい者，好都合な者，権威ある者等）を著者に加えること。オーサー

シップ（研究の構想・デザイン，データの取得・分析・解釈，原稿執筆等に実質的に寄与し，内容について共同の責任を負う
者）の条件を満たさない貢献者・関係者（研究に関与していない業務の発注者やプロジェクトの代表者など）は著者に加えず，
「謝辞」に記載すること。

対象 例
・極めて限られた読者を対象とする論文・報告書等 非公開の勉強会資料

科学研究費の報告書
受託業務成果

・要約された内容のみが掲載された原稿 研究発表会予稿集原稿
・著者の学位論文等
・日本地すべり学会が主催するシンポジウム原稿
・その他特別に編集委員会が認めるもの

別表１ 不正行為及び研究倫理に反する行為の例

別表２ 二重投稿と見なさない対象例

執筆要領

１．原稿の構成

原稿は，原稿区分によっても異なるが，表題，要旨，キ－ワ－ド，

本文，引用（参考）文献，図・表，写真などより構成される。

２．原稿用紙およびペ－ジ数

� 原稿用紙：原稿は，和文・英文ともにA４（縦）版２段組とする。

投稿用のテンプレート（学会ウェブサイトからダウンロード）を

参照して文書を作成すること。最終投稿原稿を提出する際はテ

ンプレートのレイアウトに従って文書を完成させること。

� ページ数：図・表・写真を含む刷り上がりページ数は表－１の

通りとする。規定ページ数を超過した場合の費用は原則として

著者負担とする（資料－１）。また，掲載可能ページ数には表－

１に示すとおりの上限がある。

３．文章，文体および書き方

� 言語：執筆言語は日本語，英語のいずれかとする。

� 表題・著者名・所属先：原稿の１枚目に表題，著者名，所属先

を和文原稿では英文併記で，英文原稿では英文で記載する。表

題の英文表示は，表題の最初の頭文字のみを大文字とし，続く

単語の頭文字は全て小文字とする。ただし固有名詞については

この限りではない（例：Landslides caused by The Mid Nii-

gata Prefecture Earthquake in２００４）。著者名の英文表示は，

名前（Firstname），名字（Family name）の順とする（例：

Hanako AYANOKOJI）。所属先の英文表示は正確に記載する。

� 要旨：論文などにおいて，和文原稿の場合は和文要旨（４００字以

内）と英文要旨を，英文原稿の場合は英文要旨を添付する（表

－１）。要旨は学会誌に掲載される。

� キ－ワ－ド：検索に対して効果的な単語，もしくはできるだけ

語数の少ない熟語を２～５語添付する。

� 本文の見出し番号

第一順位（章） １．２．３．……

第二順位（節） １．１ １．２ １．３ ……

第三順位（項） １．１．１ １．１．２ １．１．３ ……

脚注記号 ＊１，＊２，＊３，＊４，＊５ ……

参考文献番号 １）２）３）４）５） ……

� 文章の書き出し

見出しの後は改行し，１マス空けて本文を書き出す。ただし，

第一順位（章）の見出しの前は１行空ける。

� 句読点，カッコ，脚注番号，参考文献番号など

この場合，１マス分当てる。

� 用語・用字・式・記号など

	 地名・人名などの難読漢字にはふりがなを付ける。


 数字はアラビア数字（３桁ごとにコンマを入れる），物理量

をあらわす文字にはイタリックを用いる。

� 単位は原則としてSI単位を用いる。

� 数式は２行どりとし，文章中での数式は２行にわたらない

形（たとえば（σ１－σ２）f／２）とする。

 式を書く場合には，式で用いられる記号の定義を最初に現

れる箇所で示す。

� 数式の後に「……（ ）」を入れ，（ ）内に通し番号を入

れる。

� 数字・英字・ギリシャ文字およびそれぞれの大文字・小文

字のうちには紛らわしいものが多いので，明確に記載する。（た

とえばO，０，oなど）。

� 数式・数量・記号・単位記号などに含まれる「上付き」「下

付き」などの文字や数字もはっきり記載する。誤記の可能性

があると思われる場合は，別途，指示事項を明示する。

４．図・表・写真

� 番号

図・表・写真には，図－１，表－１，写真－１，Fig．１，Table

１，Photo１のようにそれぞれ通し番号をつける。

� 位置

図・表・写真は刷り上がり原稿をイメージし，本文中に記載す

上余白 約２４．５mm

下余白
右余白
左余白
１行の文字数
１ページの行数
本文フォント
章フォント

約２４．５mm
約１８．６mm
約１８．６mm
２５文字
５０行
９ポイント，明朝系＊

９ポイント，ゴシック系＊＊

＊例：MS明朝，ヒラギノ明朝，Times New Roman
＊＊例：MSゴシック，ヒラギノ角ゴシック，Arial

表－１ ページ書式設定値（図表のタイトルは９ポイントゴシッ
ク（Arial））［JLS_図表名］
図表の説明は９ポイント明朝（Times New Roman）
［JLS_図表説明］
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図－２ ページ書式設定値（図表のタイトルは９ポイントゴシッ
ク（Arial））［JLS_図表名］

ること。本文中に表示することが困難である場合は，本文中に

図の位置を明記し，図・表・写真は文末に別添とする。

� 図・表・写真の大きさと書き方

図・表・写真は原則として片段（巾８０mm）または両段（巾１７０

mm）で割り付けられる。図・表・写真は刷り上がりイメージ

を念頭に作成すること。文字・罫線ははっきりと判読できるよ

う大きさ・太さを十分に考慮すること。

� 表題・説明文

「論文」，「研究ノ－ト」，「巻頭論文」および「総説」における図・

表・写真の表題・説明文は本文が和文の場合，和文・英文併記

とし，本文が英文の場合は英文とする。また，表題と説明文の

区分を明確にしておくこと。

� カラ－印刷など

図・表・写真等は原則としてモノクロ印刷とする。カラ－印刷

や折り込みなど特殊図版を希望する場合は投稿票および投稿原

稿中に明示すること。最終投稿原稿中に記載の無い場合はモノ

クロ印刷となる。カラー印刷は原則として著者の実費負担とす

る。

� 出典の明記

図・表・写真などを他の著作物から引用する場合には，出典を

必ず明記し，かつ必要に応じて原著者の了解を得ること。

図－２（白黒）

５．引用文献・参考文献

� 本文中の引用方法

次の	，
のいずれかを使用する。
	本文中の引用箇所に，著者名（年号）として記すか，事項の末
尾に（著者名，年号）として記す。同一著者名，同年号の引用

文献がある場合は年号の後に発表順にa，b，c……を付記する。

－引用例－

a）……に関する研究では，山田（１９９８）が……

b）地すべり地質用語編集委員会編（１９９８）によれば……

c）山田・鈴木（２００８）は……という問題を指摘し，

d）……については，山田ほか（１９９３a，１９９３b）の観測例があり，

e）……と定義される（山田，１９８８；鈴木ほか，１９９５）。

f ）Yamada and Suzuki（２００５）は，……

g）Yamada et al .（２００６）は，……

h）……とされる（Yamada，２００１；Suzuki et al .，２００４）。


本文中の引用箇所に，通し番号を上付で記す。
－引用例－

i ）……に依存すると指摘されている１）。

j ）……との報告がある２），３）。

k）……については山田ほか５）～８）が……

� 文末に記載する引用文献リスト

引用した文献は，本文の引用に	の方法を用いた場合には著者
名のアルファベット順で，
の方法を用いた場合には番号順で，
文末にリストにして記載する。なお，日本地すべり学会誌（地す

べり）の会誌名は，Vol．３９以前は「地すべり」，Vol．４０以降は「日

本地すべり学会誌」となる。

－記載例（	の方法で引用した場合は文頭番号を付けずアルファ
ベット順に並べる）－

１）藤田崇（１９９９）：地すべり現象の規模，第３８回地すべり学会研

究発表講演集，pp．１－４．

２）古谷尊彦（１９９６）：ランドスライド－地すべり災害の諸相－，

古今書院，２１３p．

３）Ohkouchi, M., Saitoh, T., Adachi, H. and Miyamura, S.

(2000)：Stratigraphy of terrace deposits and land-

slide masses along the Arakawa River, Oguni Town,

Yamagata Prefecture, Jour.of Japan Landslide Soc.,

Vol. 37, No. 2, pp. 62－67.

４）竹田幹郎・張銘・江崎哲郎・高橋学・三谷泰浩（２０００）：岩石

の透気特性および水理学的異方性に関する実験的研究，応用

地質，Vol．４１，No．４，pp．２１０－２１７．

５）Varnes, D. J. (1958)：Landslide Types and Processes,

in Landslides and Engineering Practice（Eckel, E. B.,

ed.）, HRB, Special Rept. 29, pp. 20－47.

� インターネット上の情報の引用について

インターネット上の情報は十分な期間にわたって存在し続ける

保証がないため，引用はなるべく避け，可能な限り印刷発行され

たものを使用する。論文，研究ノート，総説については，著者の

主張の根幹となる個所にインターネット上の情報を引用してはな

らない。ただし，インターネット上のみで発行される学会誌につ

いてはこの限りではない。なお，複数のバージョンが存在する場

合はdate of issueを記載する等，引用した文献を特定可能にする

こと。

引用したインターネット上の情報は，最低限「討論」の期間ま

で保存する。なお，文末の記載情報には参照日も付記する。

－引用例－

……は，地すべり地形分布図データベース（防災科学技術研

究所，２００８）によれば，

－記載例－

７）防災科学技術研究所（２００８）：地すべり地形

分布図データベース，http：／／lsweb1.ess.bosai.go.jp／

jisuberi／jisuberi_mini／index.asp（参 照 日２００８年４月１５日）．

６．その他

� 文中の脚注は＊印を入れ，そのつど原稿の下部に記載する。刷

り上がりでは脚注は各章の段落に入る。

� 著者校正は原則として初校１回とする。校正の段階での加筆修

正は原則として認めない。特に英文の本文・要旨については，事

前に十分な推敲をおこない，完全な原稿を送付する。

（２０２５年１月改定）
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表－１ 日本地すべり学会誌「地すべり」の原稿区分および内容など

原稿区分 内 容
掲載※
ページ
数

（以内）

言語 キー
ワード
２～５個

著者数
（以内）

引用
文献

査読
者数本文 表題 要旨

巻頭論文
Lead
article

地すべりにおいて，高い評価が得られた研究成果に対して，特定の主題
のもとに原稿を依頼するもの。
（説明）
特定の課題を目的とした特集号や，学会の記念号などの場合，編集部

がその主旨を提示して適宜依頼するものです。また，場合によっては投
稿された論文を巻頭論文にする場合もあります。

８

Max
１６

和
和
・
英

和
・
英

○ ４ ○ ２

英 英 英

論文
Original
article

地すべりに関する理論的，実証的な研究・技術成果あるいはそれらを総
合した知見を示すものであって，独創性があり，論文として完結した体
裁を整えているもの。
（説明）
論文は序論にその研究に関連する研究史および研究の目的・範囲が明

記されており，その後に示される研究方法，結果，考察，および結論が
的確に関連づけられており，かつ，理論的・実証的に表現されている必
要があります。また，導かれた結論には従来の学説，方法に関して新た
な知見が述べられていることが必要です。

８

Max
１６

和
和
・
英

和
・
英

○ １０ ○ ２

英 英 英

研究
ノート
Research
note

地すべりに関する理論的，実証的な研究・技術成果を簡潔に示すもの，
あるいは萌芽的な研究に関する成果の速報など，挑戦的で独創性があり，
論文に準ずる内容と体裁を備えているもの。
（説明）
観察，観測，実験等のデータ量がやや少ない予察的研究であっても，新
しい着想に基づき，内容の新規性，妥当性，有用性等に関して論文と同
等の水準を有する研究・技術成果は本区分での投稿が適しています。将
来さらに優れた研究成果に発展し得る萌芽研究の速報なども，本区分に
含まれます。

６

Max
１０

和
和
・
英

和
・
英

○ １０ ○ ２

英 英 英

総説
Review

地すべりにおける特定の研究課題に対し，これまでの研究成果を整理し
評価するとともに，研究が不足している領域を抽出し今後の研究方向を
提示するもの。
（説明）
本誌では論文に匹敵する重要な区分と位置づけています。特集号や記

念号の課題に関する研究を総括的に熟知する研究者に対して編集部より
依頼することが多いものですが，特定の分野に関する投稿も歓迎します。
課題に対してこれまでの国内外の主な研究内容を整理し，その学説，

研究方法に関して解説・評価を行って研究の動向や成果を総括し，問題
点や研究の不足している部分（領域）を明らかにするとともに今後の研
究方向を提示するものです。
“総説”は特集号などの主旨を読者に理解していただくことを主な目
的としますが，今後同様な分野を研究する者にとって，多くの文献が整
理されており，研究史として，さらに研究の動向や研究方向を容易に理
解していただくことをも目的としております。

８

Max
１６

和
和
・
英

和
・
英

○ ４ ○ ２

英 英 英

技術報告
Technical
report

地すべり調査・観測の事例紹介や各種データの解析，施工技術に関する
考察など。
（説明）
計画，調査，設計，施工，研究・開発などの諸事例に関しての考察や報
告などを対象とします。会員および読者にとって技術的・学術的に有意
義なもので，調査手法や対策技術の改良や工夫，現場視察などに関する
報告も歓迎します。論文としての形態を整えなくとも容易に投稿してい
ただくことを目的としております。そのため，要旨，図表の英文キャプ
ションは必要としません。

６

Max
１２

和
和
・
英

△

○ １０ ○ ２

英 英 △

論説
General
remark

地すべりにおける特定の話題について，技術的な進捗や社会的な背景な
どをもとに，問題点を論じたり理念などを提案するもの。
（説明）
特集号や記念号において，その課題に関してふさわしい業績のある人

物に対して編集部が適宜依頼することが多いものですが，課題を設定し
た投稿も歓迎します。

４

Max
８

和
和
・
英

△

× ２ △ １

英 英 △

討論
Discussions

本学会誌に記載された論文・研究ノート・技術報告に対する討論。
（説明）
読者は相違する意見の内容を本区分に投稿し，誌上で討論することが

できます。

４

Max
８

和
和
・
英

×

× ４ △ ２

英 英 ×

○ 必要 × 不要 △ 適宜※ 規定ページ数（上段）

掲載可能ページ数（下段）
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資料－１：投稿原稿における費用および振込先

＊掲載料

�受理時点で筆頭著者が正会員個人または学生会員以外の場合は，一件につき３３，０００円（税込）が加算されます。
�投稿時点で筆頭著者が学生会員の場合は，すべてのページ単価は半額となります。なお，企業や自治体などから給与
を得ている社会人学生は，学生会員ではなく正会員（個人）となりますのでご留意下さい。

�研究発表会若手発表賞の受賞者には掲載料優遇措置があります。
受賞者が筆頭筆者として，受賞した発表に関連する内容の原稿（原稿区分は問わない）を日本地すべり学会誌に投

稿する場合，その費用が免除される（ただし，カラーページ費用，超過ページ費用，別刷費用は免除対象に含まない）。

優遇措置を受けられる期間は受賞から３年間である。優遇措置を受ける場合，著者は「若手優秀発表賞」を受賞した

投稿である旨，投稿情報入力のときに指定する必要がある。

＊料金の振込み先

請求金額を確認の上，下記に振込み願います。

みずほ銀行 新橋中央支店

口座番号（普通）１９０１６５０

公益社団法人 日本地すべり学会

シヤ）ニホンジスベリガツカイ

会長 浅野 志穂

表－１ つづき

原稿区分 内 容
掲載
ページ
数

（以内）

言語 キー
ワード
２～５個

著者数
（以内）

引用
文献

査読
者数本文 表題 要旨

※
ニュース
News

本会並びに内外の地すべりに関する記事，地すべり災害などについて調
査された内容の緊急報告など。 ４

和
和
・
英

×

× １０ △ １

英 英 ×

講座・
解説・
シリーズ・
フォーラム・
講演採録
lecture
tutorial
Series
Forum
Symposium
Highlights

地すべりの調査・測定・解析・対策工法などの技術や研究に関する講
座・解説・シリーズとして企画されたもの，地すべりに関する意見交換
の場としてのフォーラムおよび講演採録。

４

和 和 ×

× △ △ １

英 英 ×

文献・
書籍
紹介等
Book
review

地すべりに関する図書および論文などの紹介や批評など。 １

和 和 ×

× ２ △ １

英 英 ×

※学会の活動報告に類するものは，ニュース区分には含まれません。
注）ここでの「地すべり」とは「岩，土あるいはその混合物の斜面下降運動」とした広義の
地すべりを意味します。

○
必要

×
不要

△
適宜

項 目 価 格（税抜） 消費税（１０％） 価 格（税込）

ページ

単価
３，０００円／ぺージ ３００円／ぺージ ３，３００円／ぺージ

超過ページ

単価
２０，０００円／ぺージ ２，０００円／ぺージ ２２，０００円／ぺージ

カラーページ

単価
２０，０００円／ぺージ ２，０００円／ぺージ ２２，０００円／ぺージ

別刷単価
５，０００円／２０部

２０部単位
５００円／２０部 ５，５００円／２０部
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■（公社）日本地すべり学会投稿原稿査読要領

１．査読の目的

査読は，投稿された原稿の内容を客観的に評価し，その内容が本会

機関誌（日本地すべり学会誌（地すべり））に掲載されるにふさわしい

ものであるか否かを判定することを目的とする。

２．査読原稿の種類

査読は，「（公社）日本地すべり学会論文等投稿規定」に記載されてい

る投稿原稿のすべてについて行う。なお，原稿区分を以下の３つに分

類する。

	論文等：巻頭論文，論文，研究ノート，総説

報告等：技術報告，討論
�解説等：論説，ニュース，講座・解説・シリーズ，フォーラム，

講演採録，文献・書籍紹介等

３．査読委員

編集委員会では本学会会員の中から，博士号や技術士等を取得し経

験豊富な研究者・技術者を査読委員として選出し，査読委員に任命す

る。任命された査読委員は査読委員名簿に登録される。ただし，編集

委員会が認め，本人の了解が得られた場合には，非学会員を査読委員

に任命することができる。査読委員の任期は２年間とし，再任はさま

たげない。

４．査読の流れ

査読作業は以下の手順とする。

４．１ 原稿の受け付け

事務局が投稿論文を受け取った時には，投稿者が学会員であるか

を確認する。著者の中で少なくとも１人が正会員もしくは学生会員

であれば原稿を受け付ける。著者全員が非会員の場合は速やかに入

会を求め，入会手続きが完了するまでは原稿を受け付けない。ただ

し，依頼原稿についてはこの限りではない。上記の条件を満たす原

稿について，投稿論文が投稿規定に合致しているかを確認した後，

受付番号を発行する。

また，事務局は，原稿受け付け後，著者に受け付けた旨を通知す

る。

４．２ 担当編集委員

編集委員会では受け付けた原稿１編につき，編集委員のなかから

１名を，担当編集委員として選定する。担当編集委員は，投稿者お

よび査読者との意見調整ならびに，査読に関わる一切の進行管理を

行う。

４．３ 査読者

編集委員会では，あらかじめ選定された査読委員のなかから，論

文等・報告等の場合は２名（第一・第二査読者），解説等の場合は１

名の査読者を選定し，査読者に原稿を送付する。

４．４ 査読者の変更

以下のような場合，編集委員会で審議のうえ，査読者を変更でき

る。

１）依頼した査読者から，辞退の申し出があった場合（査読結果報

告書の態度保留もこれにあたる）。

２）査読結果が著しく不公平である場合や，査読期限の大幅な遅延

が生じる場合等，担当編集委員が査読者として不適格であると

判断した場合。

４．５ 査読の開始

査読者は，投稿原稿・査読依頼状，査読要領および査読結果報告

書等一式を担当編集委員より受領した後に査読を開始する。

４．６ 論文等の査読

１）論文等の査読は原則として２名で行う。

２）査読期間は３０日間とする。

３）査読者は，担当編集委員から送付された投稿論文について，「５．

査読の基準と判定」に則り，厳正中立な査読を実施する。

４）査読あるいは再査読の結果，２名の査読者の判定結果に一致が見

られない場合には，第３の査読者（第三査読者）に査読を依頼

し，その結果を基に判定を行う。

４．７ 報告等の査読

１）報告等の査読は原則として２名で行う。

２）査読期間は２１日間とする。

３）査読作業は，論文等の査読に準ずる。

４．８ 解説等の査読

１）解説等の査読は原則として１名とし，編集委員会の内部で行う。

２）査読期間は２１日間とする。

３）査読作業は，論文等の査読に準ずる。

４．９ 査読結果の報告

査読者は査読終了後，査読結果報告書等の必要書類をとりまとめ，

査読結果として直ちに担当編集委員に返送する。担当編集委員は査

読結果の管理，調整および，査読結果通知書の作成を行う。査読結

果は編集委員会の審議を経たうえで，査読結果通知書と著者への質

問・指摘事項により著者に通知する。

４．１０ 原稿の修正

著者による原稿の修正期間は論文等は４５日間，報告等および解説

等は３０日間とし，その期間を超過した場合には，査読を中止し，新

規原稿として扱う場合がある。

４．１１ 再査読

査読の結果，著者照会・指摘事項の回答を必要とする場合は再査

読を行うことができる。査読期間は１回目の査読に準ずる（「４．６

～４．８の２」」を参照）。なお，原則として再査読は１回とし，その

後は速やかに掲載可否の判定を行うこととする。

４．１２ 査読の終了と原稿の受理

査読者による査読が終了した場合，担当編集者は投稿者へ査読結

果の終了を知らせ（査読終了のお知らせ），最終原稿の提出を求める。

最終原稿が到着し，担当編集者が確認した時点をもって，原稿の受

理とする。

５．査読の基準と判定

５．１ 査読の基準

査読者は，以下の項目に照らし，投稿原稿を客観的に評価する。

	独創性：内容が公知，既発表または既知のことから容易には導き
得るものではないこと。


有用性：内容が学術的または実用上の価値を有すること。
�妥当性：内容が信頼できるものであって十分な妥当性を持ってい

ること。

�論理性：内容に一貫した論理性があり，説明に飛躍がないこと。

簡潔性：内容が読者に理解されるように簡潔・明瞭・平易に記述

されていること。

５．２ 査読の留意点

査読者は，５．１での査読基準及び以下の留意点を踏まえ査読を行

う。

１）論文等全般における査読の留意点

	査読者の役割
査読者は，投稿された原稿に対して明らかな誤りや論理の矛盾が

無いかを主として審査し，本誌に掲載されるに適当か否かの判断資

料を編集委員会に提供する役割を担う。


著者責任を尊重した判断
査読者は査読原稿の共著者ではないとの基本認識に立って査読を

行う。すなわち原稿の内容，構成についての責任は著者にあると考

え，論理の構築に不必要な調査・実験・解析の安易な追加要求は控

える。また論文作成指導と誤解されるような修正も避けるが，文章

表現上の問題が多いと考えられる場合には，日本語及び英語の修正

要求ができる。

�客観的な評価
査読は討論ではないので，査読者の主観的な意見や好みを主張し

て，原稿の内容，構成に大幅な変更を要求したり，個人見解の相違

会 告 / Notice board

会告－１３

［４８４４８］地すべり学会誌２８３号／６２巻１号　２０２５年１月号／会告　投稿規定および執筆　８‐１９●●●  2025.01.14



表－２ ［掲載可否の判定］

査読結果 掲載可否
の判定ケース 第一査読者 第二査読者 第三査読者

� 不可 不可 － 不可

�
ａ 可 不可 可 可

ｂ 可 不可 不可 不可

� 可 可 － 可

を唱えて修正を要求することは避け，あくまで客観的に審査する。

�不正行為等への対応
査読の過程において，捏造，改竄，剽窃（二重投稿を含む）等の

不正行為を発見した場合は，速やかに担当編集者に報告する。

２）技術報告に対する査読の心得

	技術報告の目的と査読姿勢
技術報告は，地すべりに関する事例や調査・解析・施工技術に関

する調査分野の発掘と多様性確保を目的としている。そのため論理

展開に矛盾があるなどはっきり掲載否といえる場合を除いて，可能

な限り前向きな意見となるよう修正内容等に留意する。技術報告の

査読においては査読者の内１名は，主にその適正・論理性・簡潔性

について評価を行う。


事例や新規性を重視した査読
多様な地すべりの事例紹介や新規性のある調査・解析・施工技術

の開発や提案は，その内容に未完成な部分が散見されたとしても，

研究シーズとして将来の地すべり調査や技術の発展において重要な

意味を持つ。この点を重視した査読とする。

５．３ 判定

５．１および５．２での各項目の評価と現在までの本会機関誌に掲

載された論文，報告等を参考として，所要の水準以上であれば掲載

「可」とし，掲載する水準に達していないと考える場合，あるいは掲

載すべきでない場合は「条件付き可」，または「不可」とする。な

お，５．１での各項目のうち１つでも「不適」であれば「不可」とす

るものではない。多少の欠点や不備があっても，学術や技術の発展

に何らかの意味で貢献する内容があるものは，掲載されるよう配慮

する。判定は，下記に示す項目の中から該当するものを選ぶととも

に，査読結果報告書に具体的な理由を記述する。

［判定結果の分類］

掲載「可」の場合，修正の必要性により，次の分類を行う。

a．修正の必要はなく，このままで掲載可（著者照会不要）。

b．別記の指摘事項について，照会あるいは修正が望ましい。条件

をつけ，掲載を「可」とする場合は，次の分類を行う。（修正意

見の中に「採用条件」としたものが含まれる場合はこれにあた

る。）

c．このままでは掲載できない。別記の指摘事項についての照会あ

るいは修正を必要とする。（軽・中程度の修正が必要）。

d．このままでは掲載できない。内容や形式・構成に問題があり，

掲載するには別記の指摘事項について抜本的な修正を必要とす

る（大幅な修正が必要）。

掲載「不可」の場合には，以下の判定となる。

e．内容や形式・構成に重大な問題（掲載すべき水準に達していな

い。掲載すべき内容ではない。当学会へ投稿すべき内容でない）

があり不採択が適当。

その他の判定として以下の区分がある。

f ．判定保留（何らかの理由により査読者として不適格な場合など）

５．４ 修正意見

査読者は，原稿の内容についての責任が，最終的にすべて投稿者

が持つものであることを念頭に置き，原稿に対する意見を述べるも

のとする。

６．掲載の可否

掲載の可否は，査読者の査読結果に基づいて，編集委員会で審議し

判定する。

６．１ 論文等・報告等における掲載の可否

論文等・報告等の判定は以下のように行う（表－２）。

１）２名「不可」

学会誌に掲載することが不適当と判定した場合は，編集委員会で

審議決定し，著者に通知する（ケースi）。

２）１名「可」，１名「不可」

１名の査読者が採用を認め，他方の査読者が採用を認めないなど

査読者間で判定が異なる場合は，担当編集委員が査読結果について

調整し，掲載の可否を協議する。

a）意見調整で両者の意見が「可」で合意した場合（ケースiia），

編集委員会で審議決定し，著者に通知する。また「可」で合

意した場合（ケースii）は，意見に基づき担当編集委員が査読

結果通知書を整理し，著者に査読結果を送付する。

b）意見調整が不調に終わった場合（ケースiib）は，編集委員会

にその旨の報告を行い，編集委員会で第三査読者を選出し，

査読を依頼する。

c）第三査読者は掲載可否の判定のみを行うものとする。

d）担当編集委員は第三査読者の判定意見をもとに再判定を行い，

査読結果通知書を整理し，編集委員会の審議を経た上で決定

し，結果を著者に送付する。結果は第一，二査読者にも通知

する。

e）第三査読者が「可」の判定を行った以後の査読は，「可」と判

定した２名の査読者により継続する。

３）２名「可」

双方の査読者が論文として認めた場合（ケースiii）は，編集委員会

で掲載を決定し，著者に通知する。

６．２ 解説等における掲載の可否

解説等の掲載可否の判定は，報告等に準ずるものとするが，情報

としての価値を最重視する。また，ニュース性の高いものについて

は，早期に掲載できるよう配慮する。

７．結果の公表

査読結果と編集委員会の審議内容は，原則として公表しない。

（２０２４年１月改定）
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